GP議事録
2012年5月23日

メンバー：山口、鈴木、望月、井上、田中
１．宿題共有

☆鈴木
新学習指導要領をチェック。前回の課題と比べて…
・目標・キーワードはあまり変わらず
・具体的な材料としてwebが使われてきたのか・・・？　
・新しいキーワード　責任・信憑性・著作権・情報セキュリティ
・情報モラルが具体的になり、カリキュラム内容にも言及。
・「情報A～Cと３つ分かれていたものが「社会と情報」「情報の科学」２つに。
AとBのどちらにせよ情報モラルを学ばせようという姿勢が出てきた！！
(私達の姿勢と同じ＾＾)
⇒ただしモラルを身に着けさせたいという意識は前から生まれていたのに成功はしてない？
なにをもって成功といえるのか、どんな対策が考えられるのかはこれから考えなくてはいけない。
※平成25年度から実施のものなので、これを実施したデータはない。
☆田中
・情報モラル定義についてさらに調べる
→「情報モラル」と「情報倫理」の使い方に大きな違いはない。

→厳密には、倫理・マナー・エチケットは明文化できる、モラルは明文化できない意識のこと？

・情報モラル教育には「危険回避（情報安全教育）」の側面がある。

・心と知の一体の育成を目指す。

※情報モラルとは態度や意識のことだが、教育としては知識や技術も含まれてしまう？
⇒定義は自分たちでうまく論を進められるように今後一貫させる！
☆山口さん
・新しい版の中学の指導要領
　モラル関係2行しかない…
　⇒早期からの教育が必要って考え方もあるのでは？
・2001年の指導要領を使用していた際の論文
　ネット犯罪増えている、携帯増えている、が、情報モラル教育が行われていない
　子どもたちの間で掲示板やメールの使用が見られる
　インターネットは危ないという意識はある、多くの子どもが嫌な目にあっている
　自分はまきこまれないという誤解がある。なんでだろう？
　情報の闇の部分に対する正しい知識を教えなければならない。ルールやマナー、モラルの体系的な指導をするべき。
　相談相手が親、友達に限られていて教師に聞かないことの問題
・論文もう一個
中学で、技術家庭科のなかで情報が行われていた。
　「情報とコンピュータ」技術がメインになってしまっている…？しかし中には情報モラ　　　　　ルに注目もしている。被害者と加害者への可能性
　3本柱の活用・科学的・参画する態度…技術に傾いてしまっている
情報教育は「態度の変容」が必要なので講義として開講しても意味がないのではないか。
知識と技能だけでなく場面認知力が必要！（改善していく力）体験的に学習していく
　⇒模擬SNSとか考えていたから、体験という点で示唆になるかも？
　体系的な学習　but　総合学習→技術家庭っていうのに関連性がない
　認知能力や態度は年度ごとにつくるのはおかしい。もっと長期的な教育ができるようなカリキュラムのデザインが必要。
☆鈴木
高等教育における実践例
・調べ学習とプレゼンテーション

・授業

・SNS実践（効果は不明；；）

⇒指摘
・講義をただ聞くだけでは意味がないのでは？1週間ごとに授業やってもしかるべき態度が身につくとは思い難い。
・単発ではなく長期のとりくみである必要性
・示す掲示板やSNSは、本当に使われているものじゃないと意味がないのかどうか
☆望月
小中における実践例

・教員研修の実施

・ソーシャルゲーム疑似体験、学生ボランティアの講師、映像教材、プレゼンテーションを通した著作権などの学習
⇒1回きりの授業が多い。もっと継続的にやるべき？それとも1回でも行うのでいいのか？
情報教育の専門家の認識はどうだろうか。
１回きりしか行えない理由もカリキュラム上存在しているはず。
☆井上
金曜日にレジュメ提出
☆水谷

・小学校の教育モラル教育は、道徳の授業で主に行われている。

・情報モラル教育を行うには、児童の情報活用能力、技術が足りないため授業が行いづらい。そちらが優先になる。

⇒今回の研究では対象を中学・高校にしぼったらどうか。
２．金曜日やること
・担当論文についてレジュメを提出、発表

・中間報告を作成
※中間報告終わらなかったら月火で集まります。
３．次の水曜日やること
・発表のプロットを仮に立ててみる！
・5月中に仮説も立ててしまう！
４．宿題

・担当論文のレジュメをまとめてくる
・中間発表のために、今までの議論を確認しておき、どういう論の筋になってるか考えておく。
※読了論文や、URLはばんばん載せていきましょう！
